
平成２３年度第１回「建築士の会東大阪」幹事会 

開催日時 ： 平成２３年４月１１日（月） 18：00～20：30 

開催場所 ： 小阪ＴＴＳセンター３階会議室 

議長   ： 大橋 

書記   ： 磯田 

出席   ： 井戸田、磯田、今西、大橋、川北、仙入、原 

 

１． 地域分科会の報告について 

・ 分配金を有効に使う為に、領収証を提出してもらう様になった 

・ 東大阪の会から、今西さんが委員に任命され４人体制になる 

・ 地域分科会の担当を川北さんから、原さんに代わってもらう事になった 

２． エクスカーション部会の報告について 

・ 大震災の影響で、今年の大阪大会は中止と決定しました。 

３． わくわく探検冊子発行について 

・ 建築士の新しい活動として、次のステップに上がる為に使いたいと申請 

出来るのでは無いかと思われるが、補助金を貰う以上、それなりの成果が 

求められる。 

具体的な案が必要で、少し難しいのでは無いかとの判断であった。 

４． 評議員選出の件について 

・ 今西、大橋、原の３名が東大阪の会から立候補し、無事に３名共当選した。 

・ 尚、市役所の高橋さんが退会される事になった。 

５． 見学会及び活動報告会の内容について 

・ 日時、見学場所、報告会場所等々について未定である。 

・ 河澄邸の見学が出来るか関係者に問い合わせて見て、良ければ 6/25or7/30 に 

  見学会を行いたい。駄目な場合は再度検討して場所を考えるがその場合でも 

  7/30 を候補にしておきたい。 

  幹事各自が候補として気がつけば、代表幹事にメール連絡する。 

・ よって、上記の内容については、検討中である。 

６． 東日本大震災の件について 

・ 建築士会として何が出来るのか？ 

・ ふれあい祭りの売り上げの一部を義援金に寄付して欲しい、ふれあい祭りの 

  事務局からお願いがあり、その活動に賛同して寄付をする。 

・ ふれあい祭りの際に、啓蒙活動（耐震の話）をする 

 

 

 



 

７． 第３４回ふれあい祭り（平成 23 年 5 月 8 日）内容検討について 

・ 先の震災の件について、建築士の会東大阪のブースに、建築相談の中に 

  耐震相談も組み込む。 

  看板にも、耐震相談の文言を入れておく。 

  簡単な資料を置いておく。 

  市や国の耐震パンフレットを配布できるか、行政に問い合わせておき、 

  許可されたら、配布する。 駄目な場合は、オリジナルで作って置く。 

・ テントの製作は、ペットボトルを使って屋根や間仕切り壁を作る案は 

  中止となり、昨年と同様に傘を使って屋根を作る事に決定した。 

  その為、各自が傘を４本以上持参してくる。 

  前日に、大久保さんの事務所に 13 時に集合し、そこへ持参する。 

・ 今年の販売ではわくわく揚げの他、水・緑茶・ウーロン茶 の 500ml の販売を

行う事を決定。 

水２ケース・緑茶とウーロン茶を５ケースずつネットで購入する 

合計 288 本の購入となる。 

・ 各自、販売用のペットボトルを冷やす為に、２Ｌのペットボトルに水を入れて 

  冷凍して当日２本持参を要望する。但し 遠方在住の会員は強制では無い。 

・ パンの耳のお礼を昨年はしなかったし、今年は 4,000 本のお願いをするので 

5,000 円の商品券のお礼をする事を承認された。 

  ・ 打ち上げ担当は、甲斐さんにお願いし、青年部会のメンバー約 10 名と 

    学生 10 名ほどを含めた、35～40 名になる。 

    学生への負担金としては、1 人当たり 2.000 円程度の負担として 20,000 円の予

算を計上しておく。 

・ その他は、ほぼ分担表に則って、協議をして決定した。 

・ 当日の責任者として、川北さん。 実行委員長、仙入さん。会計、竹田さん 

危機管理担当として、市川さん。 総合統括責任者として、細川さんに 

お願いすることを決定とした。 

・ 前日の準備として、５月７日（土）13：00 に大久保さんの会社に集合して 

  事前の準備を行うことを決定した。 

・ 当日は、遠方の会員は無理をせず、7：00 に集合とし、会のジャンパーを着る   

８． その他として 

次回幹事会予定日程として、6 月 6 日（月）18：00～20：00 

小阪ＴＴＳセンター3 階会議室で行う事を決定した。 

  

 




